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３．消化管の分泌（第+(章）"
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唾液分泌線"

サルの顎下線の腺房"
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「獣医生理学」第２版、高橋迪雄 監訳、文永堂出版
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唾液の成分 １"＊ 

是澤奈津美
「獣医生理学」第２版、高橋迪雄 監訳、文永堂出版
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唾液の成分 ２"

単胃動物 中性 反芻動物 アルカリ性"

是澤奈津美
「家畜生理学」、津田恒之、養賢堂
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胃腺部の構造"

粘液細胞 
(ムチン) 

壁細胞：胃底腺のみ 
(胃酸) 

G細胞：幽門腺のみ 
(ガストリン) 

主細胞 
(ペプシノーゲン) 

胃小窩 表層粘膜細胞 

是澤奈津美


是澤奈津美
「NHKサイエンススペシャル驚異の小宇宙」、1989年、日本放送出版協会
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それぞれの腺部で構成細胞が異なる！"
        分泌成分も！"

胃腺部の構成細胞と分泌成分"



+("

HCl：①胃液を強酸性に保つ、②ペプシノーゲンをペプシン
に転換する、③酵素作用促進、④蛋白質の膨化、⑤細菌類
の殺菌作用。"
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図２. 壁細胞における塩酸分泌機序. 

血液
（ 間質液）

壁細胞内部 胃内腔

炭酸脱水素酵素

解離

a:  プロト ンポンプ
b:  共役
c:  イオン交換 
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胃液の分泌調節"
因子は？"
１）神経、２）ホルモン、３）機械的および物理的刺激"
調節機構は？（分泌刺激が起こる作用部位から）"
１）頭相（視覚、臭覚、聴覚、無条件反射）"
２）胃相（拡張、栄養、迷走神経刺激、ガストリン分泌）"
３）腸相（栄養、迷走神経刺激、ガストリン分泌）"

空腸/細胞：胃抑制性ポリペプチド 胃の平滑筋 蠕動運動抑制"
                  ""  壁細胞 胃酸分泌抑制"
十二指腸：66/、ソマトスタチン"" 胃酸分泌抑制"
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是澤奈津美
「動物栄養学」、奥村純市編、朝倉書店
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G cell 

 
G cell 
"

ガストリン生産・分泌とその生理作用"

是澤奈津美
Walsh, JH. Gastrin. 1993. Raven Press, New York
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